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4回目の緊急事態宣言から第 49回衆議院議員総選挙までのタイムライン

世界／日本（◎） 政府（除厚労省）・与党／厚労省（△）／分科
会（▶）／地方自治体（▽）

専門家コメント（朝日新聞本紙，
掲載日で記載）

7月 12日 米 FDA，J&J製ワクチンについ
て「ギラン・バレー症候群」発症リ
スクがあると警告。ただし，発症の
頻度はごくまれと

4度目となる緊急事態宣言を東京都に発
出。期限は 8月 22日
7月 26日から「ワクチン証明書」の申
請受付開始と発表
△「抗体カクテル療法」の月内承認へ向け
て審議と発表
▽全国知事会，ワクチン供給の急減につい
て早急な改善を政府に要望
▽大阪市，集団接種を 8月 1日で取りやめ
と発表

マクロン仏大統領，病院や介護施
設などの職員へのワクチン接種義務
づけを発表

7月 13日 ジル・バイデン米大統領夫人の東
京五輪開会式出席を発表
全国小売酒販組合中央会，酒類販
売業者への取引停止依頼も撤回する
よう自民党に要望

河野大臣，ファイザー製ワクチンの在庫
を多く抱える自治体への 8月前半の配送
量を 1割減らす計画変更を公表
茂木外相，国内製アストラゼネカワクチ
ンを台湾などに 100万回ずつ追加提供と
発表
萩生田文科相，申請済み大学 392校に
ついて，9月末までに 2回目のワクチン接
種を終える見通しと発表
休業要請に応じない飲食店との取引停止
に関する酒類販売業者への要請を撤回
△田村厚労相，4度目の緊急事態宣言につ
いて，人の流れを抑制する効果が弱まって
いるとの認識を示す
▽郡和子仙台市長，利府町で 21日に始ま
る東京五輪のサッカーを無観客にするよう
大会組織委に要請

兪炳匡・神奈川県立保健福祉大教
授「コロナ禍で明らかになったの
は，政策形成過程に論理性，透明
性，科学的なエビデンスの全てが
乏しいという，日本特有の惨状で
す」「日本は，政府の中枢にいる
少数のエリートが，非公開のデー
タ・分析を基に政策をつくってい
ます。この政策には複数のシナリ
オが考慮されず，唯一の「正解」
しかありません。一部の専門家は，
この日本独自の「正解」に忖度し，
世界共通の科学的エビデンスと全
く異なることを平然と主張する。
PCR検査の抑制論はその典型」
「世界中の研究者に複数のシナリ
オを描いてもらうために，日本政
府はまずデータの公表を進め，世
界とのエビデンスの共有を進める
べき」

7月 14日 国内の累計死者が 1.5万人を超す 菅首相，IOCバッハ会長と官邸で面会し，
「人類の努力と英知を結集して難局を乗り
越える大会を世界に発信したい」
自民党，野党が求めた五輪前の臨時国会
召集を改めて拒否
酒類販売事業者への支援策拡充を発表
△AB「東京を中心とする首都圏の感染拡大
が顕著で，全国への影響が懸念される」

新藤宗幸・千葉大名誉教授（業
界への要請について）「かつてはあ
らかじめ業界と密にやりとりし，
それを踏まえて指導するスタイル
があった。いきなり物事を進めよ
うとする姿勢に，政権の強権ぶり
が表れている」

感染が急拡大しているインドネシ
アから邦人が帰国するための特別便
を特例運行

7月 15日 河野大臣，飯泉全国知事会会長とのオン
ライン会談で，「自治体への在庫」発言な
どにより混乱を招いたことを陳謝
▶尾身会長「人々が緊急事態（宣言）に慣れ，
飲食店も『もう限界だ』との声も聞こえる
中で，人々の行動制限だけに頼るという時
代はもう終わりつつある」（参院内閣委員会
で）
▽都モニタリング会議「予測より早期に第
3波を超える」「デルタ株への置き換わり
が急速に進んでいる」

7月 16日 バッハ IOC会長，広島を訪問 △脇田 AB座長「医療機関や高齢者施設で 岡部信彦・川崎市健康安全研究

【凡例】
・網掛けは東京都に緊急事態宣言が出されていた期間を示す
・「AB」＝厚生労働省の新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード
・「重点措置」＝まん延防止等重点措置
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のクラスターがワクチンの効果によって減
少している」
▽埼玉，千葉，神奈川 3県，重点措置の適
用区域拡大を決定

所長「『第 4波』に見舞われた際
の大阪府のように，東京都で入院
すべき人が入院できないような状
況になったら大会の中止も考える
べきだ」（取材日は 7月 13日）

7月 18日 菅内閣の支持率が発足以来最低の
31％に
IOCバッハ会長らの歓迎会を迎賓
館で開催

7月 19日 英，イングランドのロックダウン
に関わる法的規制をほぼ解除。マス
ク着用者も激減

△「抗体カクテル療法」の製造販売を特例
承認

7月 20日 △モデルナ社とワクチン追加供給で正式契
約

7月 21日 東京五輪の競技を開始 菅首相，パラリンピックは「感染状況が
変わってきたら，ぜひ有客の中で」
▽都モニタリング会議「2週間を待たずに
第 3波をはるかに超える危機的な感染状
況に」

7月 23日 東京五輪開会式 菅首相，ファイザー社ブーラ CEOと迎
賓館で会談し，ワクチン供給について意見
交換
▽都モニタリング会議「2週間を待たずに
第 3波をはるかに超える危機的な感染状
況に」

舘田一博・東邦大教授「ワクチ
ンを打っているから重症例が出て
こないから大丈夫というのは，も
のすごく大きな誤り。楽観論では
抜けられない状況になりつつあ
る」

7月 26日 東京の新規感染者数が初の 2000

人超（2848人）を記録
菅首相，26日発売の月刊誌『Hanada』
9月号で「（五輪を）『中止する』ことは簡
単だ。私はコロナ対策に直接あたってきた
から，この判断には自信があった」と
▽海外渡航者向け「ワクチン証明書」の申
請受け付けを，全国の市区町村で開始

7月 27日 デルタ株の拡大により米 CDCが
指針を見直し，ワクチン接種後もマ
スク着用を要請

菅首相「人流は減少している。心配はな
い」「テレビなどで観戦して欲しい」
河野大臣，ファイザー製ワクチンの自治
体への配送量削減措置を撤回
▽吉村憲彦東京都福祉保健局長「（死者が
急増することはなく）いたずらに不安をあ
おることはしていただきたくない」「（感染
増加は）五輪開幕よりも前に感染した人た
ち」

東京の新規感染者数が過去最多の
2889人を記録

7月 28日 ファイザー社，自社ワクチンの 3

回目の接種により，デルタ株に対す
る抗体が増加と発表（論文は未発表）

△AB，全国的に感染者が増加傾向にあり，
「これまでに経験したことのない感染拡
大」と指摘

札幌で 23日に開幕した国際教育
音楽祭「PMF」で関係者の感染によ
り中止を発表

▶尾身会長「緊急事態宣言が出て（人流は）
徐々に減っているが，期待されるレベルに
は残念ながら至っていない」「一般の人々
に十分に危機感が伝わっていないというこ
とが，大きい一つの原因だ。日本の社会み
んな危機感を共有することが今非常に重要
だ」（衆院内閣委で）

7月 29日 国内の 1日あたり新規感染者が初
めて 1万人を超す

官邸幹部「高齢者の感染者数がドーンと
伸びなかったのはワクチン接種加速のおか
げだ。治療薬とワクチンで，いまに感染状
況は良くなる」（記事掲載日で記載）
緊急事態宣言を埼玉，千葉，神奈川の首

ABメンバー（いずれも匿名）：
「ある時点で医療現場の対応力が
がくんと落ち，国民は病気になっ
ても治療を受けられない。そうい
う事態がもう本当に迫っている」
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都圏 3県と大阪府に出す方針へ
▽都モニタリング会議，検査陽性率の急上
昇を報告し，「感染に気づかずにウイルス
が持ち込まれ，職場，施設，家庭内など多
岐にわたる場面で感染例が発生している」
と指摘

「感染を我がことにしてもらいた
いが，五輪をやっているので，集
まるな，家にいろと言われても説
得力を欠く」
横山広美・東大教授「（東日本
大震災時と違い）今回は政府に助
言する専門家が見えている。スポ
ークスパーソンがいる点は大きな
進歩だ。ところが政府への助言が
一本化されるために，困難になる
ことも見えてきた。大きなものが，
状況に応じて科学的助言を大胆に
見直す作業だ。専門家は一度固ま
った自説を変更することが苦手で
ある。意見を変えるのは自らの信
用に関わると思うために，無意識
にも回避しがちだ。さらにチーム
に参加するメンバーが変わらなけ
れば，意見が固定されてしまう」

7月 30日 高齢者のワクチン接種率が，1回
目が約 86.2％，2回目が約 75.5％
に到達（内閣官房集計）

△アストラゼネカ製ワクチンの公費接種を
40歳以上の条件で実施と決定

西田淳志・都医学総合研究所セ
ンター長「感染者が最多を更新し，
人々の心理に届くこのタイミング
でステイホームしてもらわないと，
チャンスがなくなる」

7月 31日 東京都の自宅療養者が初めて 1万
人を超す

舘田一博氏「おそろしい局面だ。
そういう危機感をいかに伝えるか
が大事だが，今までと同じ措置で
伝わるのか」「飲食の場，お酒の
場を急所として対策をとってきた
が，協力いただけない状況になり
つつある。それが続くなら，より
強く広く，商業施設に営業自粛を
含めて，お願いしないといけな
い」

8月 1日 武藤敏郎・五輪組織委事務総長，
コロナ対応について「想定内のレベ
ルで対処できている」「地域医療に
負担をかけずに（大会の）中間点を迎
えられた」

▽全国知事会，都道府県境をまたぐ夏休み
の旅行や移動の「原則中止・延期」を国民
に呼びかけるよう，政府に緊急提言

一時帰国した在外邦人向けワクチ
ン接種を，成田，羽田両空港で開始

8月 2日 政府は中等症と軽症の患者について，リ
スクが低い場合は原則，自宅療養に転換す
る入院制限の方針へ
加藤官房長官「都道府県を越えた移動を
できるだけ避け，どうしても必要な場合に
は」「小規模かつ分散で」
△海外から入国後の健康状態報告を怠った
入国者 3名の氏名を初公表

8月 3日 新宿駅東口の「ルミネエスト新
宿」が店舗スタッフの相次ぐ感染で
臨時休業を発表

総務省消防庁，「救急搬送困難事案」が，
7月最初の週から 1カ月で倍増と報告
▽飯泉嘉門・全国知事会長，政府の入院制
限方針をめぐり，入院基準の「客観的な数
値を具体的に示してほしい」

8月 4日 菅首相，入院制限方針について「必要な
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医療を受けられるようにするためで，理解
してもらいたい」と撤回を否定
△AB会合，23都道府県の新規感染者数が
「ステージ 4」となり，「これまでに経験し
たことのない感染拡大が継続している。危
機感を行政と市民が共有することが必要」

8月 5日 世界の累計感染者が 2億人を超
す
フランスの憲法評議会が政府のワ
クチン義務化を「合憲」と判断

「重点措置」の対象に，福島，茨城，栃
木，群馬，静岡，愛知，滋賀，熊本の 8

県の追加を決定（8日から）
菅首相「多くの地域でこれまでに経験し
たことのない感染拡大が進んでいる」「（緊
急事態宣言を）全国的にということは考え
てはいない」
河野担当相，ファイザー社製ワクチンの
7～9月の供給量が約 600万回分増えると
発表

二木芳人・昭和大客員教授「政
府も国民も，デルタ株の感染力を
甘くみていた」「政府は『帰省し
ないで』と言うだけでは，国民か
らの協力を得られない。マスクは
不織布のものを使う，会話の時間
は短くするなど，感染を抑制する
ための具体的な対策を，もっとメ
ッセージとして出していくべき
だ」

▶基本的対処方針分科会で，全国に緊急事
態宣言を出すよう求める意見が相次ぐ。尾
身会長「緊急事態宣言を出しても，もう期
待される効果がない」「ロックダウンみた
いなことを，法制化してくださいというよ
うなことさえ議論しなくちゃいけないこと
になる」

8月 6日 国内の感染者が累計 100万人を超
す

菅首相「東京の繁華街の人流は（五輪）開
幕前と比べて増えていない。五輪が感染拡
大につながっているという考え方はしてい
ない」
▶神奈川県，入院調整の困難から，不急手
術を延期するよう医療機関に要請

當瀬規嗣・札幌医大教授（札幌
市での五輪競歩競技で生じた混雑
をめぐり）「感染力の強いデルタ株
が急速に広がるなか，競歩やマラ
ソンを行うのは適切ではない」

8月 7日 △ラムダ株を国内初確認したことを認める
△感染者の急増により，軽症者や無症状者
用の宿泊施設を自治体が確保できない場合
は，自宅療養を認める方針

8月 8日 IOC，功労章最高位の金章を，菅
首相，小池都知事にそれぞれ例外的
に授与
菅内閣の支持率が最低の 28％を
記録（朝日新聞世論調査）

8月 9日 テレビ朝日の五輪番組スタッフら
が宴会ののち転落事故で救急搬送

岡部信彦氏「五輪による間接的
な影響は否定できない。人々の気
持ちは，どうしてもお祭り騒ぎの
方が優先されてしまう。みんなの
気持ちが緩むのはリスクになる」
和田耕治・国際医療福祉大教授
「政府は緊急事態宣言を出す際，
なぜ商業施設の閉鎖など強いメッ
セージを出さなかったのか。五輪
をやろうとして躊躇したのだとす
れば，その影響は大きい」

8月 10日 全国高校野球選手権大会が 2年ぶ
りに開幕

西村大臣，インターネット番組でワクチ
ン接種後の行動緩和など「出口戦略」提示
に意欲
△厚労省，コロナ感染による自宅療養中の
死亡者数について把握していないと回答
▽東京都，パラ聖火リレーの公道走行を全
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面中止へ
8月 11日 △国立感染症研，今年 1～5月の「超過死

亡」が直近 5年で最多レベルと報告
8月 12日 ▶新型コロナウイルス感染症対策分科会，

東京都での集中的な対策強化を提言。人出
を緊急事態宣言直前の 5割減や，デパ地
下への人流を「強力に抑制」等

舘田一博氏「感染者数はいった
ん下がるように見えて，その後ま
た増える。下がる要素はない」

▽都モニタリング会議の大曲氏「本当に有
事そのもの。緊急事態」
▽小池都知事，お盆の帰省や旅行を見送る
よう訴え
▽東京都，コロナワクチン 2回接種後の感
染死亡例を初確認
▽熊谷千葉県知事「病床の逼迫が進むと死
亡者が急増する恐れがある」

8月 13日 1日あたりの感染者数，東京都
5773人（第 5波のピーク），神奈川
県 2281人，埼玉県 1696人，千葉
県 1089人と，いずれも過去最多更
新

菅首相「（政府のコロナ対応を）自己評価す
ることは僭越だと思う」
菅首相，自宅療養患者に「必ず連絡が取
れるよう」対処するとし，「酸素ステーシ
ョン」設置も表明
△ホテルなどの宿泊療養者も「抗体カクテ
ル療法」の対象とするよう都道府県に通知

8月 14日 釜萢敏・日本医師会常任理事
「まずは現在の厳しい状況に関す
るメッセージの方がはるかに大事。
ワクチンが行き渡るのは 10，11

月の話で，8月末の話じゃない」
8月 15日 中島一敏・大東文化大教授

「（沖縄の感染拡大について）観光
が基幹産業の沖縄では，県外から
ウイルスが持ちこまれることが多
い。感染が収まりつつあったとこ
ろにデルタ株が持ちこまれた可能
性がある」「沖縄は県境を越えた
患者搬送はできない。医療崩壊を
防ぐためにも，今は沖縄への訪問
は避けるべき」

8月 16日 ニューヨーク市で飲食店等の利用
にワクチン接種証明の提示義務を開
始

緊急事態宣言の延長と，対象地域への茨
城，栃木，群馬，静岡，京都，兵庫，福岡
の 7府県追加で調整へ
▽東京都台東区，清掃事務所で職員 17人
がコロナ陽性と判明し，月末まで不燃ゴミ
収集の中止を発表

8月 17日 ニュージーランド，今年 2月以
来の国内感染者判明で，全国的ロッ
クダウンを開始

緊急事態宣言の延長と地域追加を正式決
定
菅首相「国民のみなさまには多大なご苦
労をおかけし，心苦しい限り」「宣言を解
除する前提は，国民の命と健康を守ること
ができる医療提供体制の確保」

アンジェス（大阪府）が開発中の新
型コロナワクチンについて，追加の
国内治験を開始と発表

河野大臣「来年ブースター接種をするの
に十分なワクチンを確保できた」
自民党の二階幹事長，公明党の石井幹事
長ら 5人が都内の料理店で会談。
総務省消防庁，「救急搬送困難事案」が
15日までの 1週間で 3361件（過去最多）
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と発表
▶尾身会長「個人に感染リスクの高い行動
を避けてもらうことを可能にする新たな法
的な仕組みの構築，現行法の活用も必要に
なるのではないか」（同席した首相会見で）
▽吉村大阪府知事「ロックダウン並みのこ
とをすべき」
▽黒岩神奈川県知事「国として思い切った
人流抑制策を打ち出していただけず大変残
念」
▽東京都，千葉県，神奈川県が，百貨店の
地下食品売り場等への入場制限を要請
▽東京都，閉館した「こどもの城」に「酸
素ステーション」開設を表明
▽千葉市，学校連携観戦プログラムについ
て全市立学校 167校の参加を決定

8月 18日 米政府，2回のワクチン接種から
8カ月たった人に 3回目の追加接種
を始めると発表

菅首相，経済 3団体のトップと（19日に
かけて）相次いで面会し，テレワーク徹底
を要請

物理学や感染症の専門家ら約 30

人が，「空気感染が主な感染経路」
という前提でより効果的で具体的な
対策を国に求める声明を発表
F1日本 GPの中止を決定

加藤官房長官，ラムダ株の感染確認数も
公表する方針転換を発表
△脇田 AB座長，デルタ株に置き換わる中
で「（子どもが）感染しやすくなっているこ
とは（データで）示されている」
▽東京都教育委の臨時会で，パラ「学校連
携観戦プログラム」をめぐり委員 5人の
うち 4人が実施に反対

8月 19日 俳優の千葉真一氏がコロナ感染に
より死去

△厚労省の審査会が，29人のコロナワク
チン接種後の健康被害を初認定
▽柏市保健所，コロナ感染した妊婦の救急
受け入れ先が見つからず，自宅で出生した
男児が死亡と発表

8月 20日 東京パラリンピック集火式
「フジロックフェスティバル」が 2

年ぶりに開催

緊急事態宣言の目安とする指標の見直し
を開始
河野大臣，緊急事態宣言 13都府県にモ
デルナ製ワクチンを優先配分と表明
△ファイザー製ワクチンについて，来年初
頭から 1億 2000万回分の追加供給で協議
中と発表
▽全国知事会，現行法による「ロックダウ
ン」的な対策を緊急提言

舘田一博氏「（首都圏などの医
療体制のひっ迫は）入院基準うん
ぬんというレベルではなくなって
いる」「早く感染状況を下降させ
るために，商業施設の休業要請な
ど，さらに強い対策が必要」

▽都モニタリング会議，感染者全体に占め
る入院者数の割合が 1割以下に低下と報
告。同会議の大曲貴夫氏は「制御不能な状
況が続いている」

8月 21日 ▽三重県，「三重とこわか国体」の中止を
申入れ

勝田友博・聖マリアンナ医大准
教授（子どもの感染増加について）
「様相が変わってきている印象」
「父親が家庭に感染を持ち込むの
が典型的だったが，10代の子ど
もから家族全員に広がったケース
も複数回あった」
脇田隆字・国立感染症研究所長
「メッセージが届きにくくなって
きている。国と自治体とそれから
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専門家，『ワンボイス（一つの
声）』で出していくべきだ」
猪口正孝・都医師会副会長「す
でに人工呼吸器や ECMOが使用
できる病床が不足し始めている」
「自宅療養者の体調悪化を早期に
把握し，重症化を予防する必要が
ある」
和田耕治氏「酸素ステーション
は一時しのぎの措置で，解決策で
はない。感染者を減らすため接触
回数を減らすことが何より重要」

8月 22日 ▽横浜市長選で，元横浜市大医学部教授の
山中竹春氏が初当選

8月 23日 ワクチン 2回目接種者が全人口の
4割を超す

関係閣僚の協議で緊急事態宣言の対象地
域を拡大する方針
△改正感染症法に基づき，東京都とともに，
都内の全医療機関に病床確保や人材派遣を
要請
▽（行政検査数について）都担当者「検査を
絞っているということはない。検査を担う
医療機関を受診した患者がこの数だったと
いうこと」

8月 24日 東京パラリンピック開幕 岩田健太郎・神戸大教授「政府
は感染を抑え込むビジョンを持た
ないばかりか，『ワクチン接種が
進んだからなどと根拠のない楽観
を広め，五輪にうつつを抜かして
感染拡大を許しました。現状は半
分人災です」「ここまで，主に国
民の努力と，保健所による積極的
疫学調査で感染拡大を抑えてきま
した。しかし，国民の我慢が切れ，
保健所業務も崩壊」「事態を大き
く改善するには，ロックダウンと
パラリンピック中止で人流を思い
切って減らすしかない」

8月 25日 緊急事態宣言の対象に，北海道，宮城，
岐阜，愛知，三重，滋賀，岡山，広島の 8

道県を追加し，「重点措置」に高知，佐賀，
長崎，宮崎の 4県を加えることを正式決
定
菅首相「明かりははっきりと見え始めて
いる。9月 12日の宣言の期限は，ワクチ
ンの接種状況，重症者の数や病床利用率な
どを分析し，判断を行っていく」
△妊婦やそのパートナーがコロナワクチン
を早期に打てるよう「特段の配慮」を都道
府県に通知
▶尾身会長，バッハ会長の再来日について
「人々にいまテレワークを要請している時
にまた来る。あいさつが必要ならばなぜオ
ンラインでできないのか」と指摘。パラリ
ンピックの「学校連携観戦プログラム」に
ついて，「子どもの教育は（ほかで）いくら

田中幹人・早大教授「（パラリ
ンピックを）中止や延期をすれば，
国民への強いメッセージになった
のに残念だ」「（五輪では）メディ
アも政治も専門家も，全体として
国民にメッセージを届けることに
失敗した。パラを強行するなら，
その矛盾から逃げないでほしい」
新谷歩・大阪市大教授「アビガ
ンで見えた問題は，日本発の治療
薬やワクチンがなかなか出てこな
い課題とつながっている。海外で
は，感染を避けるためにリモート
技術を使って臨床試験を実施する
など，新しい取り組みも始まって
いる。日本でも，エビデンスの構
築の分野で取り組みを進めてほし
い」
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でもできる。なぜ，この時期にということ。
問題の本質は，感染が起きるかどうかでは
ない」（衆院厚労委員会で）
▽秋元克広・札幌市長「本来ならお盆など
人の動きが出る前に宣言を出してもらいた
かった」

8月 26日 新学期を前に日本小児科学会と日
本小児科医会が連名で「学校活動に
もこれまで以上の活動制限が求めら
れる」等の緊急提言

△モデルナ製ワクチンへの異物混入が報告
され，一部の接種を見合わせると発表
△国立感染研が，学校の文化祭・体育祭，
延期や中止に関する提案をまとめ，公表

松本哲哉・国際医療福祉大教授
「全国を一斉に宣言下に置き，期
間を 2週間と限定したうえで商
業施設への休業要請をするなど，

「エクモネット」が東京都内の医
療機関に集中的な支援を開始

△厚労省の 2022年度予算案の概算要求額
を公表。33兆 9450億円と過去最高に
▶尾身会長，緊急事態宣言解除の見極め基
準について「医療の逼迫がどれほど軽減さ
れるかを考えるべき」「一般医療に制限が
かかっており，どの程度の制限なら一般市
民が許容できるか」

対策を強めることが必要ではない
か。いまのままだと 9月 12日の
解除はありえない」

▽都モニタリング会議，検査を迅速に受け
られないことで「多数の感染者が潜在して
いる可能性」と指摘
▽熊谷千葉県知事「8月も学童保育で多く
の子どもが共同生活を送っている」「パラ
観戦がどうリスクが違うのか」
▽武蔵野市など多摩 6市の市長が臨時医療
施設の設置を都に要望

8月 27日 米政府，新型コロナ起源の調査報
告書要約版を公表。武漢ウイルス研
究所流出説と，動物由来感染説の両
説を併記

緊急事態宣言適用地域が計 21都道府県
に拡大
文科省，臨時休校や学級閉鎖・学年閉鎖
等のガイドラインを教育委員会に通知
河野大臣，モデルナ製ワクチンの異物混
入問題をめぐり，混入の可能性がある 163

万回分のうち 50万回以上が接種済みと発
表
△自宅療養者が全国で 10万人を超えたと
発表
△厚労省の有識者検討会で，新型コロナ感
染が疑われる宿泊客を拒否できるよう，旅
館業法の改正論を開始
△病院や薬局，卸業者向けに，ステロイド
薬デキサメタゾンの買い込みを「厳に控え
る」よう通知
▽東京都が渋谷区の会場で，予約不要の若
者向けワクチン接種を開始するも，希望者
が殺到し大混乱に

（文科省の学校向け抗原検査キ
ット配布方針について）関東地方
の公立小学校の養護教諭「検査す
るなら保護者に許諾を得なければ
ならないし，検査場所も必要。子
どもに検査をさせて正確な結果を
得るのも簡単ではない」「学校に，
あれもこれもと求められても無理
がある」

▽東京都，五輪・パラで使われている築地
市場跡地に軽症者用「酸素ステーション」
を 9月中旬以降に設置すると発表

8月 28日 地域医療機能推進機構（尾身茂理
事長）が，東京城東病院をコロナ患
者の専用病院にすると発表

▽東京都，若者向けワクチン接種会場で抽
選制を開始。初日の当選割合は 6分の 1

に

樋口匡貴・上智大教授「緊急事
態という言葉が日常化し，多くの
人が東京五輪・パラリンピックの
開催や政治家の会食など人の流れ
の抑制とは矛盾した動きを見聞き
する機会が増えている」「宣言を
何度も繰り返すだけでは効果が十
分に上がらないのではないか」
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竹中治堅・政策研究大学院大教
授「これまでの感染拡大は東京や
大阪といった大都市から地方に広
がった点を常に念頭に置いた対策
をすべき」「今回はきちんと感染
者数が下がりきるまで対策を徹底
すべきだ。高止まりした状態で解
除すればこれまでと同じ道をたど
ることになる」

8月 29日 愛知県常滑市で野外音楽フェスが
強行開催され，感染対策が不十分と
して批判が集まる

河野大臣，1回目と 2回目で異なるメー
カーのワクチンを打つ「交差接種」を政府
内で検討中と報道番組で公表
△田村厚労相，緊急事態宣言の解除につい
て「東京を一つとってみても（1日あたり
新規感染者数が）500人未満にならないと
解除できない。現状を考えると多分かなり
難しい」

8月 30日 ▽東京都，高 3生らを対象に，大規模接種
会場でのワクチン接種予約受け付けを開始
▽千葉県と千葉市，パラリンピック学校連
携観戦プログラムを 31日から中止と発表
▽全国知事会，新会長に平井伸治鳥取県知
事を選出。平井氏は政府のコロナ対策につ
いて「実態を直視してもらいたい。問題は
政策の中身。そこに切り込んでほしいとい
うのが知事の共通の願いだ」

8月 31日 EU，域内の成人の 7割がワクチ
ン接種を終えたと発表

河野大臣，ワクチン 3回目接種の前に
「2回目を完了」と表明

東京五輪組織委，9会場で余った
未使用のサージカルマスクなど 500

万円相当を廃棄していたと発表

菅首相が 9月中旬に衆院解散の意向と
の速報が深夜に流れる
△2020年度の医療費は概算で 42.2兆円と，
前年度から 1.4兆円減り，過去最大の減少

9月 1日 菅首相，衆院の早期解散を否定
▽東京都内をはじめ，多くの公立小中学校
で新学期開始

9月 2日 自衛隊大規模接種センターの稼働を 11

月下旬まで延長する方向で検討
自民総裁選に立候補する岸田前政調会長，
「健康危機管理庁」設置を提案
▽都モニタリング会議，抗体カクテルを投
与した感染者のうち 8割が快方に向かっ
たとのデータを公表

9月 3日 本庶佑・京都大特別教授らが新型
コロナウイルス対策について提言。
臨時医療施設の設置や PCR検査拡
充など

菅首相，「コロナの感染拡大防止に専念
する」として，自民党総裁選への不出馬を
表明
▶制限緩和を進めたい首相官邸の要請を受
けて尾身会長がまとめた提言案について，
分科会では強い反対意見が出たため，酒類
提供に関する部分などを大幅削除の上で決
定
▶「全ての希望者がワクチン接種を終えた
としても，社会全体が守られるという意味
での集団免疫の獲得は困難」との見解を提
示

9月 4日 東京の自衛隊大規模接種センターで，18 分科会メンバー（匿名）「（菅首相
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～39歳の若者に限定した予約枠の接種を
開始

退陣で）対策の空白が生まれない
か。今までやってきたことがひっ
くり返されないか。みんな思って
いる。そうなればまた混乱する」
倉持仁・インターパーク倉持呼
吸器内科院長「入院制限は人命を
救う目的とは正反対の政策」と批
判。「立候補取りやめは，『今のコ
ロナ対応ではダメ』と首相が気付
いたということではないか」

9月 5日 和田秀樹・国際医療福祉大教授
「何のためにワクチンを打つのか
はっきり示す必要がある」「若い
人にとってコロナはこわい病気じ
ゃないと思われている可能性があ
る。（副反応で）仕事にも行けない
となると『じゃあ，打たなくてい
い』となる」

9月 6日 経団連，ワクチン接種完了者につ
いて，隔離の免除など入国規制の緩
和を求める提言

加藤官房長官，全日程を終えた東京五
輪・パラについて「安全，安心な大会を無
事終えることができた」

舘田一博氏（市中での感染拡大
と五輪開催との因果関係は）「科学
的に分析するのはなかなか難し
い」

英グラクソ・スミスクラインが，
新型コロナウイルス治療薬候補「ソ
トロビマブ」製造販売承認を厚労省
に申請したと発表

9月 7日 緊急事態宣言を 9月末まで延長する方
向で調整入り
麻生財務相「（感染拡大は）まがりなりに
収束して国際社会の中での評価は極めて高
いと思う」
△米ノババックス社のワクチン供給につい
て，国内生産を担う武田薬品と契約と発表

宮坂勝之・聖路加国際大名誉教授
（パルスオキシメーターについて）
「政府や自治体は，詳細な使い方
の説明書きをつくって，機器とと
もに配布すべき」「個人で購入を
検討しているなら，少なくとも認
証された製品を選んでもらいた
い」△新型コロナウイルス治療薬の実用化に向

け，富士フイルム富山化学，塩野義製薬，
英アストラゼネカへの支援を発表

9月 8日 WHOテドロス務局長，ワクチン
供給の偏り懸念から，3回目の接種
を少なくとも年末まで控えるよう各
国に呼びかけ

経産省，感染対策が不十分だったとして
野外音楽フェスへの補助金を取消し
△ワクチン接種によって 7～8月に高齢者
の死亡者が約 8000人減少との推計を公表
▶分科会，緊急事態宣言を解除する際の新
たな指標を発表。医療の逼迫状況をより重
視する内容に軌道修正
▽東京都，大規模接種会場で 40代女性に
「交差接種」を実施。具体的指針もない状
況で，都は「断るべきだった」と

大阪府で 10代男性感染者の死亡
が確認され，20歳未満では全国初

9月 9日 米バイデン大統領，従業員 100人
以上の企業に対し，従業員にワクチ
ン接種か，陰性証明を毎週提出させ
ることを求めるなどの，罰則付き対
策を発表

緊急事態宣言や重点措置の地域での行動
制限を 11月頃をめどに緩和する方針を決
定
菅首相「就任し 1年が経ったが，この間，
新型コロナウイルスとの闘いに明け暮れた
日々だった。国民の命と暮らしを守る，こ
の一心で走り続けてきた」「医療体制を確
保することができなかったのは大きな反省
点」「多くのことを学んだ。一つはウイル

（行動制限緩和の政府方針につい
て）
小林慶一郎・慶応大教授「感染
がおさまらない中で，議論は『早
すぎる』という意見もあるが，数
カ月，半年，1年先に社会がどう
なるのか，見通しを広く国民に共
有して議論することは重要」
堀賢・順天堂大教授「方針とし
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スの存在を前提に，くり返される新たな感
染拡大への備えをかため，同時に「withコ
ロナ」の社会経済活動を進めていく必要が
あるということだ」

ては妥当だろう」「これまで政府
は，注意をうながすことに終始し，
具体的にどう行動すればよいか，
人流抑制と飲酒の制限以外に示し
てこなかった」「（医療体制も）受
け入れる能力をもっと増やす必
要」

△職域接種で 2回目を同じ会場で打てない
人に，自衛隊大規模接種センターで 23日
以降，接種を受け付けることを通知
▽都モニタリング会議，都内の新規陽性者
に占める 10代以下の割合が，5週連続で
増加していると報告
▽東京都，酒類提供禁止や商業施設への時
短要請を今月 30日まで延長することを決
定

9月 10日 立憲民主党，「政府の発表は感染
者をしっかり減らすメッセージにな
っていない」とし，「リバウンド」
等を防ぐための緊急提言

△モデルナ製ワクチンへのステンレス片混
入問題で，専門家部会は同じ工程で製造さ
れたワクチンを接種した後に亡くなった 3

人について，因果関係は評価できずと報告
▽品川区，ワクチン 2500回分を，保管温
度の設定ミスにより廃棄
▽自衛隊大規模接種センター大阪会場での
18～39歳対象の約 6000人分の予約が，
開始 7分間で終了

竹村和久・早大教授「緩和でき
ると考えた議論の過程や証拠が十
分に示されていない。今までの緊
急事態宣言の出し方と本質的に変
わっていないのが残念だ」「（方針
決定に）国民が介在していない。
11月という期日だけが一人歩き
するだろう」
金井利之・東大教授「（ワクチ
ン接種や陰性証明などを求める方
針に）日本は同調圧力が強い社会
なので，差別や排除の弊害が生じ
かねない」「ワクチン接種は本人
の判断。接種の有無をオープンに
させて利益，不利益につなげ，個
人の行動をゆがめていくのはおか
しい」

9月 11日 美馬達哉・立命館大教授「一部
の人の大きな犠牲の上で成立して
きた日本社会の『自粛』が機能し
なくなっているならば考えるべき
は負担の平等です。本当に人流を
抑制したいならば，誰もが家から
出ないで，あるいはお店を開けな
いで生活できる環境を整えるため
の議論が必要でした。ですが，
『ロックダウン』が解決策のよう
に語られると，こうした議論が後
景に退いてしまいます」「強制力
のある私権制限を市民側が求める
傾向を感じますし，懸念していま
す」「人権や自分の身体に関わる
ことを，行政に委ねることに慣れ
てしまった」
忽那賢志・大阪大教授「残念な
がら第 6波も来る。来ない理由
がない。それを想定して準備して
おかないといけない」「当初は
『Go To ト ラ ベ ル』『Go To イ ー
ト』などを打ち出し，感染対策と
経済対策の両立を掲げていたが，
難しいと分かったのではないか。
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必要なのは検疫体制の強化」「入
国時の 14日間待機はお願いベー
スではなく，強制力を持たせるべ
き」

9月 12日 ワクチン接種 2回完了者が国民の
5割を超す（首相官邸 HPによるデ
ータ公表）

中山哲夫・北里大特任教授「3

回目の接種も，総合的なリスクと
ベネフィットのバランスで考える
必要がある」「ブースター接種を
急ぐよりも，希望する人への接種
率を高めることの方が先決」

9月 13日 WHOの専門家ら，「現在，入手
可能な証拠では，（3回目の接種を）
広く行う必要性は示されていない」
との論文をランセットに発表
日本集中治療医学会，診療科ごと
の医師数を調べる国の統計に「集中
治療科」を加えることを求める提言

9月 14日 イスラエル政府，4回目の接種に
向けてワクチン準備していると公表
英政府，50歳以上を対象に 3回
目のワクチン接種を開始と発表

東京五輪・パラ大会関係者向けの健康管
理アプリを，今後，訪日外国人客ら一般向
けに活用する方針
△職域接種で 2回目を受けられない人を大
規模接種会場で受入れと決定
△新型コロナウイルス患者を受け入れる医
療体制を強化するよう都道府県に通知

9月 15日 日本商工会議所，行動制限緩和に
ついて緊急要望をまとめ，「Go To 

キャンペーン」を再開・拡充するよ
う政府に求める
日本精神科病院協会，今年 8月ま
でに新型コロナ感染患者のうち 35

人が，精神科病院から転院できずに
死亡と発表。主な理由は「精神疾患
に対応できないため」

菅首相，「抗体カクテル療法」の往診使
用を近く認める方針を表明
△ワクチン中の白い浮遊物は成分の微粒子
であり，安全性に影響はないと，ファイザ
ー社と共同で発表
△ワクチン「交差接種」を限定的に容認す
る方向で検討開始
△2013年以来の新しい「医薬品産業ビジ
ョン」を策定
▶尾身会長「一生懸命ワクチンを接種して
も（新規感染を）ゼロにすることはできない。
ウイルスとの闘いは続く」「正確には神の
みぞ知ることだが，2，3年プラスかかる
と思う」（15日の衆院厚生労働委員会で）
▽江東区，区内の受験生対象にワクチン接
種予約を優先受付けと発表

斎藤環・筑波大教授「若い世代
が気の毒でなりません。ワクチン
接種は後回しにされる一方，ワク
チンを打った上の世代は好きなこ
とをしている。自分たちが一番割
を食ったと感じ，上の世代への怨
念や若者の中で分断が生まれる可
能性があります。でも，怒りは為
政者にこそ向けるべきです。長引
くコロナ禍には，政治の失敗とい
う要因も大きいのですから」

9月 16日 東京都の死者が 24人と，第 5波
で最多に

9月の月例経済報告で，景気の基調判断
を下方修正
△田村厚労相は，参院厚労委員会の閉会中
審査で 8月の状況を振り返り，「中等症全
員の方々を病床で診ることができなかっ
た」
△AB，国内の新規感染は安定して減少して
きていると分析した上で「多くの地域で医
療の厳しい局面が継続」と警戒を呼びかけ

9月 17日 米 FDAの諮問委員会，ファイザー
製ワクチンについて 65歳以上に緊
急使用として 3回目を許可するよ
う勧告

△「ブースター接種」を認めると決定 猪口正孝氏「通常医療も含めて
医療提供体制の逼迫が続いてい
る」「デルタ株は油断すると倍々
で感染者が増えてしまう。気を緩
めないで感染者を減らす必要があ
る」
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國分功一郎・東大准教授「（菅
首相の総裁選不出馬は）「説明責任
は果たさない」というこの 1年
の一貫した姿勢が像を結んだ。背
景にあるのは「言葉の破壊」では
ないか。最近なら「自宅療養」。
これは（中略）入院できない人の放
置を言い換える言葉になってしま
った。国民もこの事態に慣れてし
まっている。自粛とは自ら進んで
慎むこと」「（自粛要請は）現場へ
の責任の押しつけをごまかす表現
だった」「言葉が実際に起こって
いることを名指さないようになる
と，我々は世界とのつながりを失
ってしまう。ところが政治家がむ
しろ，積極的につながりを断って
いる」

9月 18日 自民党総裁選に立候補した 4氏に
よる，日本記者クラブ主催の討論会

▶感染研，8月以降で 18歳以下の感染割
合が増加し，小学校クラスターが最多と報
告
▶インスタグラムのライブに尾身会長が登
場し，配信開始

9月 19日 1日の国内新規感染者が 2カ月ぶ
りに 3000人台に減少

9月 20日 ファイザーとビオンテックが，共
同開発ワクチンについて 5～11歳
での利用の安全性と効果を示す新た
な臨床試験結果を発表

△医療機関の新型コロナウイルス対策費補
助金の郵送申請で，厚労省に届いているは
ずの書類の行方不明が相次いで発覚

米政府，他国からのすべての入国
者にワクチン接種を義務化と発表
1日の国内新規感染者が 2カ月ぶ
りに 2000人台に減少

9月 21日 製薬会社 KMバイオロジクス（熊
本市）は，開発中の「不活化コロナ
ワクチン」の最終治験を 10月以降
に開始

菅首相の後継を選出する臨時国会を 10

月 4日に召集すると閣議決定
加藤官房長官「（緊急事態宣言の解除に
ついて）今まで以上に医療の逼迫状況を重
視し，ワクチンの接種状況，重症者の数，
病床使用率などを分析して判断する」
文科省，今年度の全国学力調査の結果を
まとめ，昨年の感染拡大に伴う一斉休校の
期間と成績に相関関係はみられなかった
△ICMRAでの協議の合意により，新型ワ
クチンの国内治験について規模や期間を縮
小へ

石井英真・京大准教授「昨年の
一斉休校の影響は，測りやすい学
力調査の結果よりも，学校行事が
中止され授業でも体験が不足した
ことで，後年になって理解や思考
力などで困難が現れる可能性があ
る」「ICT（情報通信技術）の活用
状況の差が出るのは，自治体の首
長や教育委員会の姿勢によるとこ
ろも大きい。自治体間で取り組み
を共有する仕組みをつくるべき」

9月 22日 米 FDA，ファイザー製ワクチン
の 3回目接種を緊急承認

△ワクチンの 3回目接種について自治体向
けオンライン説明会を実施

米と EU，コロナワクチンの原材
料流通など，協力していくと発表

△ワクチン接種済みの入国者について待機
措置の緩和を決定

菅首相，途上国などへのワクチン
提供量を約 2300万回分から積み増
し，約 6000万回分とする方針を表
明

9月 23日 （ワクチン証明書について）
木内登英氏（野村総研，元日銀
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政策委員会審議委員）「国内でも積
極的に活用すべきだと思っていま
す。仮に政府が旗を振らなくても，
民間ベースで広がっていくでしょ
う」
河嶋春菜・慶應大特任准教授
「法律の枠組みなしに民間主導で
進められようとしていることが心
配です。政府分科会の公開資料に
は（略）違憲・違法の疑いが濃い点
が例示されているだけです」「体
質的にワクチンを打てない人が，
就職の応募もできないという不利
益がすでに起きています。法的な
検討が全く足りていない」

9月 24日 緊急事態宣言下での行動制限の緩和に向
けた実証実験に，13自治体から参加意思
表明があったことを公表
▽都モニタリング会議，ワクチン接種が進
んでいる 65歳以上高齢者の感染が再び拡
大していると注意喚起

9月 25日 菅首相，国連総会のビデオ演説で，東京
五輪・パラリンピックについて「開催国と
して責任を果たし，やり遂げることができ
た」

和田耕治氏「（患者宅を医師ら
が訪問する態勢作りが必要と認識
されていたが）首都圏では『でき
ない理由』の話ばかりをしている
うちに人が亡くなりはじめた」

9月 26日 ワクチンの承認審査のあり方を見直す方
向で近く本格的な検討を開始

脇田隆字氏「エアロゾルを形成
するのがマイクロ飛沫」「エアロ
ゾルによる感染があるかと言われ
たら，あると思いますということ
になる」（9月 8日の会見での発
言）
西村秀一氏（仙台医療センター
ウイルスセンター長）「空気感染と
いう言葉と，感染力の強さが結び
ついてイメージされている。新型
コロナはそうではないと言いたく
て，日本ではこの言葉を使わない
のだろう」

9月 27日 ワクチン接種率が 82％に達して
いるシンガポールで，感染急拡大に
より再び行動制限を強化

△グラクソ・スミスクライン社「ソトロビ
マブ」の国内製造販売を特例承認
△医療用の新型コロナウイルス「抗原検査
キット」について，規制改革推進会議の要
求を受けて薬局での販売を特例解禁

19都道府県の緊急事態宣言につ
いて，9月 30日で全て解除する方
向で最終調整。「重点措置」への移
行も見送る方針

9月 28日 国内の重症者数が 1000人を下回
る

菅首相「（宣言解除の会見で）今後はウイ
ルスの存在を前提とし，社会全体の対応力
を高め，次の波に備えながら，感染対策と
日常生活を両立していくことが重要」

（新規感染者の急減について）
舘田一博氏「気候など様々な要
因が考えられるが，ワクチンの効
果は間違いなく大きい。報道など
を通じて危機感が広がり，どんな
行動にリスクがあるか，多くの人
が高いリテラシーをもつようにな
ってきているのでは」

▽東京都，全面禁止してきた酒類提供も都
が認証した飲食店に限り，午後 8時まで
提供許可へ

浜田篤郎・東京医大特任教授
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「宣言を解除した後も，人出を抑
えたり，飲食店の営業を短縮した
り，ある程度の制限はとり続ける
必要」「ワクチン接種をさらに進
めるとともに，マスクなどの基本
的な感染対策は，少なくとも半年
から 1年は続ける必要がある」

9月 29日 IOC，北京冬季五輪の国外観客受
け入れを断念
塩野義製薬が新型コロナ飲み薬の
最終段階の治験を開始と発表
総合母子保健センター愛育病院が，
同病院でワクチン接種した 12～15

歳の区民へのアンケート調査結果か
ら「副反応の程度は成人とほぼ同
じ」と結論

自衛隊大規模接種センターで，10月 4

日接種分以降は 16歳からに年齢拡大
岸田文雄氏が自民党総裁に就任。「国民
がコロナで，心をバラバラにされてしまっ
ている。みんなで頑張ろうという心を取り
戻し，「ワンチーム」として国難に取り組
んでいく」

相良博典・昭和大学病院院長
「重症患者も多く，医療現場とコ
ロナとの闘いはまだ続いてる。
『解除』という言葉が一人歩きし
てしまうのが怖い」「次の波が来
るという覚悟と準備が欠かせない。
保健所や行政，医療機関による連
携・診療体制を見直すべきだ」
舘田一博氏「（制限緩和は）時短
営業などの対策を 1カ月やり，
大丈夫そうならば時間を延ばして
また 1カ月様子をみるなど，徐々
に進めていったほうがいい」

9月 30日 米ユナイテッド航空，ワクチン接
種を拒んだ従業員約 600人を解雇
へ

▽東京都，警戒レベルを約 10カ月ぶり
「レベル 3」の評価に引き下げ

10月 1日 モデルナ社製ワクチンにステンレ
ス片が混入していた問題で，同社と
武田薬品工業が調査結果を公表し，
製造設備の設置不具合を見逃した
「人的ミス」と結論

すべての都道府県の緊急事態宣言を解除
萩生田文科相，大学や短大のワクチン接
種，全 364校で実施のめどが立ったと発
表

10月 2日 ▽仁坂吉伸和歌山県知事「自治体や国は
『人流抑制』一点張りで国民に不自由をか
けてばかり。反省しなければ」（全国知事会
で）
▽河村たかし名古屋市長，自身の「ブレー
クスルー感染」について「体験からすれば
（ワクチン）2回接種の効果がある」「秘書
からうつったとすれば，空気感染くらいの
感染力がある。注意してほしい」

10月 3日 全国の新規感染者が 6月 21日以
来，約 3カ月ぶりに 1000人を下回
る

広瀬巌・マギル大学特別教授
「（日本のワクチン接種は）端的に
いえばカオスです」「国民的プロ
ジェクトで重要なのは，基準がシ
ンプルで分かりやすく，それにず
っと踏みとどまること。自分がい
つごろ打てるかという期待が形成
できるようにする必要がある」

10月 4日 プロ野球，ワクチン接種・陰性証
明を活用した実証実験を 9月中旬
から実施と決定

10月 5日 橋本聖子五輪組織委会長「この時
期（真夏）にしかやれないのは無理だ
と，会長をやってつくづく思った」

政府は米メルク社開発の飲み薬「モルヌピ
ラビル」について，早ければ年内に特例承
認し，調達する方向で同社と交渉入り

10月 6日 ノーベル化学賞，B. リスト氏（マ
ックスプランク研究所，北大特任教
授）と D. マクミラン氏（プリンスト
ン大）に。業績は，環境に優しく効

△AB「今回の感染拡大前の水準まで減少し
ている」との感染状況評価
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率的な「不斉有機触媒の開発」
10月 7日 ファイザーとビオンテック，米

FDAに 5～11歳を対象としたワク
チン緊急使用許可を申請したと発表

△後藤茂之厚労相，新型コロナ対策のため，
病床や医療人材の確保などでさらに強制力
をもたせる法改正に意欲

NHK，今年の大みそかの紅白歌合
戦を有観客で開催と発表

▽都モニタリング会議，都内の医療提供体
制の警戒レベルを，約 10カ月ぶりに「3」
に引き下げ

10月 8日 中断している「Go To トラベル」の再開 西塚至・墨田区保健所長「ブレ
に向けた観光庁指定の実証実験ツアーを開
始

ークスルー感染はゼロではないが，

△ファイザー社からワクチン追加供給を受
ける契約を 7日に締結と発表。来年 1月
から 1億 2000万回分で，3回目の追加接
種に使われる見通し

ワクチンの効果は立証された」
「マスクを外す生活はまだ早い。
手指の消毒の徹底など，これまで
と同様の対策が必要」

10月 9日 △国立感染研，「宅飲み」や「路上飲み」
をした人の感染リスクが，しなかった人に
比べて 2倍との調査結果を公表

塩崎恭久・元官房長官「（日本
のコロナ対応の問題は）システム
ではなく，医系技官の皆さんをは
じめとする厚生労働省の発想が必
ずしも科学的じゃないことにあ
る」「官僚の科学的ではない対応
には本来，政治の側から科学的根
拠をもって「おかしいじゃない
か」と言わなければいけない。特
にこういう感染症との闘いの場合
には科学を尊重するべきだ」「分
科会が開かれる前に，政府の結論
が出ていることには違和感を感じ
ざるを得ない」「科学側からの意
見はきちんと聞いた上で，採り入
れるか採り入れないかの判断をす
る。その経緯をもう少し，国民か
ら見えやすいように工夫した方が
いい」

10月 11日 米メルク社，新型コロナウイルス
飲み薬「モルヌピラビル」の緊急使
用許可を FDAに申請したと発表

岸田首相「（自公両党で）ぜひ協議して，
（子育て世帯等への）現金の給付は実現した
い」

国内の 1日あたり新規感染者が今
年最少に（午後 8時現在，369人）
中外製薬，「抗体カクテル療法」
の予防用および無症状者治療への適
用拡大を厚労省に申請
新型コロナ対策「家賃支援給付
金」「持続化給付金」等を詐取した
元経産官僚 2人の初公判で，2人と
も起訴内容を認める

10月 12日 英議会下院，政府の新型コロナウ
イルス対応の検証報告書を公表。ワ
クチン接種の迅速な態勢整備を評価
しつつ，感染初期段階で封じ込め対
策が遅れて死者が増えたとして，英
国の経験中「最も重大な公衆衛生の
失敗の一つ」と批判
菅前首相，インターネット番組で，
これまで非公表だった抗体カクテル
療法「ロナプリーブ」の価格と数量
について，1回あたり 31万円で 50

岸田首相は，3回目のワクチン接種も全
額公費でまかなうと表明

（市販の抗原検査キット使用につ
いて）
杉浦亙・国立国際医療研臨床研
究センター長「感染者を多く拾い
上げ，感染拡大防止につながる」
「偽陰性の可能性は常にある。陰
性でも過信せずマスク着用など基
本的な予防策は続けなければいけ
ない」
阿南英明・藤沢市民病院副院長
「無症状者に使うことは慎重であ
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万回分を調達と発言 るべきだ」「接種を済ませた人が
大半を占める状況になれば，偽陰
性よりも陽性者を見つけることの
意義が大きい。追跡システムを導
入することで欠点をカバーするの
だろう」

10月 13日 星野リゾートの星野佳路代表，観
光支援策「Go To トラベル」事業を

警察庁によると，自宅や外出先で死亡し
て事件性の有無などを確認した人のうちで，

インバウンド需要が回復するまで継
続するべきと提言

9月のコロナ感染者は 117人だった
▽東京都議会，都立病院と公社病院を独立
行政法人に移行するための議案を可決

10月 14日 インドネシア政府，バリ島などで
外国人観光客の受け入れを再開
米 FDAの諮問委員会，モデルナ
製ワクチンの追加接種について緊急
使用許可を出すよう勧告
百貨店 3社，2021年 8月中間決
算で 3社とも 2年連続の営業赤字
に

岸田首相，雇用調整助成金の特例につい
て来年 3月まで延長と明言
△新型コロナ治療薬の実用化に向けた開発
支援額を計約 38億円と決定
△10代と 20代の男性について心筋炎等の
副反応懸念から，念のため米ファイザー製
ワクチンの接種を勧める方向で調整入り

酒井正・法政大教授「（コロナ
禍で拡充・創設された働き手支援
の利用が低調な点について）誰も
が職業訓練が必要な仕事を探して
いるわけではない。重要なのはそ
の人が望むような転職活動・再就
職ができるような生活支援だ」

10月 15日 岸田首相，新型コロナウイルス感染症対
策本部で今後のコロナ対策強化の骨格を提
示
△10代と 20代の男性へのファイザー製ワ
クチン推奨について，専門家からの異論を
受けて変更。1回目にモデルナを打った人
は，希望すればファイザーを選択できると
する

10月 16日 ロシア，1日あたり感染者数が 3

万 3208人，死者数 1002人と，い
ずれも過去最悪に

佐々木淳・医療法人社団「悠翔
会」理事長「（第 6波への教訓に
ついて）中等症 2以上の人は，や
はり入院してもらう必要がある。
病院のキャパシティーの内側に入
れるための国の政策的努力と，一
人ひとりの感染防御のための心構
えが必要」「「往診」ではなく「在
宅入院」という概念を広げてほし
い」「訪問看護ステーションと連
携して，毎日在宅の病状管理をす
る」「厚生労働省は，訪問看護の
そうした部分に報酬を手厚くつけ
てほしい。そうすれば，参加する
訪問看護師も増えてくる」

10月 17日 山際経済再生相，報道番組で，ワクチン接
種者対象の入国後自宅待機を期間短縮する
方向で準備と公表

10月 18日 創薬ベンチャー・VLPセラピュー
ティクス・ジャパン，少量接種タイ
プの新型コロナワクチンの初期段階
臨床試験（治験）を開始と発表

10月 19日 JR東海，東海道新幹線の車内販
売で，25日始発から酒類提供を再
開

ワクチン接種状況を一元管理するための
「ワクチン接種記録システム」に個人接種
記録の一部が誤登録されていると判明

衆議院議員総選挙が公示 デジタル庁，ワクチンパスポートのスマ
ートフォン申請にマイナンバーカードを必
須とする方針
△所管する国立病院機構と地域医療機能推
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進機構に対し，各設置法に基づきコロナウ
イルス病床の今夏比 2割以上増を求める

10月 20日 「ワクチン・検査パッケージ」の実証実
験を，京都府の飲食店で 21日から開始を
公表
△AB「感染者数の減少速度の鈍化や下げ 

止まりが懸念される」との見解
10月 22日 △新たに 81名について，コロナワクチン

による健康被害の救済を認定
10月 25日 ▽5都府県が飲食店に対する時短要請解除
10月 26日 △AB「新規感染者について「昨夏以降でも

っとも低い水準」と評価」
10月 27日 尾身茂・コロナ対策分科会会長

「（医療供給の強化に加えて国がす
べきことは）感染者の数を 抑え，
重症者を減らすこと。検査を充実
させて早く感染者を見つけ，治療
薬を効果的 に使う。ワクチン接
種率を上げる。それらをみんなで
することで，医療は逼迫せず，行
動制限は最小限にできると考えま
す。」

10月 28日 新規感染患者，感染死者数がとも
に過去最高とロシア政府発表

会計検査院の調査により「アベノマス
ク」8300万枚（115億円分）が倉庫に死蔵，
昨年度保管料 6億円も明らかに

10月 29日 米食品医薬品局（FDA）がファイザ
ー製ワクチンの 5～11歳に対して
緊急使用許可

△12歳以上全員の「ブースター接種」を
公費接種の対象とする方針
▽東京都が集計ミスにより 4～10月分の新
規感染者 4065人を追加

10月 31日 衆院総選挙投票日

（朝日新聞デジタル版と「データベース聞蔵」を使用）
（作成：尾内隆之・調麻佐志）


